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１．調査の目的

１．回答者の属性

札幌市が新しい時代に対応したまちづくりを総合的・計画的かつ速やかに進めていくための「第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン」
策定に向け、基礎資料として活用することを目的に実施した。

２．調査の概要
（１）調査期間
（２）調査対象者
（３）調査方法

令和3年8月3日（火）※発送　～　8月19日（木）※投函期限
18～75歳の札幌市民から各区別・年代別ごとに無作為に抽出した合計１万人
調査対象者にアンケートを送付し、郵送またはwebフォームにて回答を求めた。

３．配布数及び回答数
配布数：10,000通　／　有効回答数：2,273通（回答率：22.7％）

４．注記
○表記の割合（％）は選択肢ごとに少数点第二位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

調 査 概 要

（1）性別

男性
44.9％

女性
55.0％

その他0.1％

（2）年齢
10代5.3％

20代
17.3％

30代
17.7％

40代
16.6％

50代
16.3％

60代
14.6％

70代
12.2％

(3)居住地
札幌市以外0.2％

中央区
9.9％

北区
10.1％

東区
8.9％

白石区
9.1％

厚別区
9.8％豊平区

9.0％

清田区
10.8％

南区
10.2％

西区
11.9％

手稲区
10.2％

充実度と重要度について（各分野の総合的な評価）

調 査 結 果

分野１「地域」

分野２「経済」

分野３「子ども・若者」

分野４「安全・安心」

分野５「環境」

分野６「文化」

分野７「都市空間」

高い やや高い 普通 やや低い 低い わからない

現在までの充実度 今後の重要度

現在までの充実度 今後の重要度

現在までの充実度 今後の重要度

現在までの充実度 今後の重要度

現在までの充実度 今後の重要度

現在までの充実度 今後の重要度

現在までの充実度 今後の重要度

7.2％

0.5％

37.8％ 24.5％ 17.1％ 13.0％

8.8％

0.7％

39.8％ 26.5％ 14.5％ 9.7％

6.1％

1.2％

32.9％ 27.6％ 18.0％ 14.2％

10.5％

1.8％

49.3％ 21.8％ 10.7％ 5.8％

12.5％

1.5％

48.5％ 18.2％ 8.7％ 10.5％

22.1％

4.5％

48.4％ 12.3％ 5.6％ 7.1％

23.4％

3.6％

49.4％ 13.3％ 5.0％ 5.4％

10.7％

4.1％

34.0％ 37.9％ 5.0％ 8.3％

29.0％

2.4％3.6％

36.3％ 22.5％ 6.2％

43.7％

2.5％2.8％

29.5％ 16.1％ 5.5％

37.1％

1.7％

3.1％

2.3％

34.3％ 21.4％

29.9％

1.6％

4.9％

2.6％

34.7％ 26.3％

20.4％

2.0％

5.0％

3.0％

34.7％ 34.9％

25.4％

1.3％

4.1％

2.5％

38.8％ 28.0％

札幌市まちづくり戦略ビジョン（2013-2022）」で掲げる７分野について、「現在までの充実度」と「今後の重要度」がそれぞれどのくらいと
感じるか、「高い」、「やや高い」、「普通」、「やや低い」、「低い」、「わからない」の中から回答を求めた。

各分野の比較
各回答を点数化し、加重平均を算出した。
※配点…「高い」2点、「やや高い」1点、「普通」0点、「やや低い」-1点、「低い」-2点
　　　　「わからない」は除外。
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相関図（加重平均値のグラフ）
現在までの充実度

「札幌市まちづくり戦略ビジョン（2013-2022）」で掲げる24の基本目標に関する取組について、「現在までの充実度」がどのくらいと感じるか、
「高い」、「やや高い」、「普通」、「やや低い」、「低い」、「わからない」の中から回答を求めた。下記は、各回答を点数化し、加重平均値を算出したものである。
※配点…「高い」２点、「やや高い」１点、「普通」０点、「やや低い」-１点、「低い」-２点　※「わからない」は除外

①～③：分野１「地域」　／　④～⑧：分野２「経済」　／　⑨～⑪：分野３「子ども・若者」　／　⑫～⑭：分野４「安全・安心　／　⑮～⑰：分野５「環境」　／　⑱～⑳：分野６「文化」　／　㉑～㉔：分野７「都市空間」

【④-１】北海道の食の魅力を生かした食産業が発展している

【⑳-１】雪やウインタースポーツを楽しむ環境が整っている

【㉑-２】地下鉄や路面電車沿線では、買い物・通院などの
　　　生活利便性の高い暮らしの場が形成されている

【㉓-１】うるおいや安らぎを与えるみどりと、憩いや交流の場として
　　　活用される公園などがあり、良好な都市景観が形成されている
【⑮-１】森林、農地、公園などのみどりの保全や、
　　　うるおいを与える河川などの水環境の保全がなされている

【㉒-１】都心には経済・文化・交流など多様な活動を支える場があり、
　　　人を中心とした魅力ある空間が形成されている
【㉑-１】地下鉄の始発駅などのエリアでは、にぎわいと生活利便性を
　　　高める施設が多くあり、その地域の中心となっている
【㉑-３】郊外部の住宅地では、ゆとりのある良好な環境を生かした
　　　暮らしの場が形成されている

【㉒-２】都心には公園や街路樹のみならず、建物内においても
　　　みどり豊かな空間が形成されている

【⑮-２】自然環境を守り育むことなどにより、生物多様性(生きもののつながりのこと。
　　　生きもの全て直接、間接的に支え合って生きていること。)が保全されている

【⑱-１】文化芸術を気軽に楽しめる環境が整っている

【㉑-４】公共交通の利便性が高まっており、積極的に公共交通を利用している

【⑯-１】市民や企業などが、積極的にごみの減量や
　　　リサイクル・資源の再利用を行っている

【⑱-２】スポーツや運動を気軽に楽しめる環境が整っている

【⑫-２】身近な医療体制や、救急時の医療体制が整っている

【⑭-３】公害の少ないまちが実現している

【⑫-５】食の安全に留意し、誰もが健やかで豊かな食生活を送っている

【⑲-１】魅力的な文化芸術イベントが活発に開催されている

【⑲-２】魅力的なスポーツ関連イベントが活発に開催されている

【⑱-３】生涯学習(興味関心や課題に応じて自発的に行う、
　　　生涯を通じた学習活動)の環境が整っている

【⑫-１】健康・医療・福祉に関する相談・支援体制が整っている

【㉑-５】道内市町村や国内・海外との交流を支える交通ネットワークが整備されている

【⑩-１】子どもの教育環境が整っている

【⑫-３】市民の健康づくりのための活動が活発に行われている

【⑭-４】人が集まる施設や住宅のバリアフリー化・ユニバーサルデザイン化
　　　(年齢や国籍、障がいの有無にかかわらず、多くの人が利用できる)が進んでいる

【④-６】コンテンツ産業(アニメ、漫画、映画、ゲーム、
　　　音楽などの創作物を作る産業)が発展している

【㉔-１】老朽化が進む道路・公園・上下水道などの都市基盤、
　　　区役所・学校・体育館などの公共施設の維持・保全が進んでいる

【④-５】ICT産業(インターネット等情報通信関連の産業)が発展している

【④-４】健康・福祉・医療分野の産業が発展している

【⑲-３】文化芸術やスポーツが観光資源として活かされている

【㉔-２】公共施設については、白石区役所のように、区民センターやえほん図書館等
　　　その他の施設を複合化するなど、効果的かつ効率的な再配置が進められている

【④-２】国内外から多くの観光客が訪れて、経済が活性化している

【⑳-２】魅力ある札幌の文化やライフスタイルが国内外に発信されている

【⑫-４】支援を要する高齢者や障がいのある方が安心して
　　　生活できるサービス・住まいが提供されている

【⑭-６】安全な冬道が確保され、雪と共存した暮らしが実現している

【⑬-２】災害発生時に避難できる場所や必要となる物品・物資が整備・確保されている

【⑯-２】CO₂削減のため、太陽光などの再生可能エネルギーやエコカーの普及、
　　　住宅やビルの省エネルギー化の促進などが積極的に行われている

【⑭-５】除排雪に関するルール・マナーが共有され守られている

【⑦-１】アジアを始めとした海外を対象にしたビジネスが活性化している

【⑭-１】防犯のための取組・環境・体制が充実している

【⑰-１】市民や企業などが環境問題に関心を持ち、主体的に
　　　環境保全活動に取り組んでいる

【⑭-２】交通事故を防ぐための取組・環境が整っている

【⑨-１】安心して子どもを生み育てることができる環境が整っている

【①-３】男性も女性も社会の対等な構成員として、自らの意思によって
　　　あらゆる分野の活動に参画する機会が確保されている

【⑤-１】産学官連携などにより産業に多くのイノベーション
　　　(新しい方法や仕組みを導入し新しい価値を生み出すこと)が起きている

【②-２】地域住民が町内会・自治会に参加し、まちづくり活動が活発に行われている

【①-４】様々な国籍や民族の人々が、国や文化の違いにかかわらず
　　　お互いに認め合う「多文化共生」の意識が醸成されている

【⑦-２】人や企業間での国際交流が活発に行われている

【③-1】町内会や市民活動団体、行政や企業等、様々な団体により
　　　地域の課題解決に向けた活動が行われている

【⑥-３】ワークライフバランス(仕事と家庭の両立)のとれた暮らしを送っている

【⑪-１】若者の自立・活躍に向けた教育・相談・支援体制が整っている

【⑩-３】配慮や支援を要する子どもへの、相談・支援体制が整っている

【⑥-１】雇用の場が安定的に確保されている

【①-１】住民同士の助け合い・支え合いが活発である

【⑤-２】起業・創業しやすい環境が整っている

【⑨-２】働きながら子育てができる環境が整っている

【⑥-２】誰もが自分の能力を生かして働くことができている

【⑧-1】商店・商店街が活性化し、地域に賑わいを生み出している

【⑩-２】虐待やいじめ、不登校などに適切に対応する体制が整っている

【①-２】地域において、子どもから高齢者までの多世代間の交流が活発である

【④-７】札幌の企業の大半を構成している中小企業の経営が安定し、
　　　活発な経済活動が行われている

【⑬-３】災害発生時に障がいのある方や、子ども、外国人観光客等が
　　　円滑に避難できる配慮がなされている

【⑬-１】災害発生時に市民が主体的に行動する・地域等で
　　　助け合う意識が醸成されている

【⑬-４】耐震化や水害対策等、災害に対応できる建物・都市基盤の整備がなされている

【②-１】ボランティア・市民活動に参加しやすい環境が整っており、
　　　活動が活発に行われている

【④-３】環境配慮や省エネルギーの産業が発展している

高い低い 高い低い
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相関図（加重平均値のグラフ）
今後の重要度

「札幌市まちづくり戦略ビジョン（2013-2022）」で掲げる24の基本目標に関する取組について、「今後の重要度」がどのくらいと感じるか、
「高い」、「やや高い」、「普通」、「やや低い」、「低い」、「わからない」の中から回答を求めた。下記は、各回答を点数化し、加重平均値を算出したものである。
※配点…「高い」２点、「やや高い」１点、「普通」０点、「やや低い」-１点、「低い」-２点　※「わからない」は除外

【⑨-２】働きながら子育てができる環境が整っている

【④-１】北海道の食の魅力を生かした食産業が発展している

【⑨-１】安心して子どもを生み育てることができる環境が整っている

【⑬-２】災害発生時に避難できる場所や必要となる物品・物資が整備・確保されている

【⑩-２】虐待やいじめ、不登校などに適切に対応する体制が整っている

【⑫-２】身近な医療体制や、救急時の医療体制が整っている

【⑬-４】耐震化や水害対策等、災害に対応できる建物・都市基盤の整備がなされている

【⑩-１】子どもの教育環境が整っている

【⑩-３】配慮や支援を要する子どもへの、相談・支援体制が整っている

【⑫-１】健康・医療・福祉に関する相談・支援体制が整っている

【④-４】健康・福祉・医療分野の産業が発展している

【⑭-６】安全な冬道が確保され、雪と共存した暮らしが実現している

【⑪-１】若者の自立・活躍に向けた教育・相談・支援体制が整っている

【⑥-３】ワークライフバランス(仕事と家庭の両立)のとれた暮らしを送っている

【⑭-１】防犯のための取組・環境・体制が充実している

【⑥-１】雇用の場が安定的に確保されている

【⑭-２】交通事故を防ぐための取組・環境が整っている

【⑭-３】公害の少ないまちが実現している

【⑫-５】食の安全に留意し、誰もが健やかで豊かな食生活を送っている

【④-５】ICT産業(インターネット等情報通信関連の産業)が発展している

【④-３】環境配慮や省エネルギーの産業が発展している

【⑭-５】除排雪に関するルール・マナーが共有され守られている

【⑥-２】誰もが自分の能力を生かして働くことができている

【⑬-３】災害発生時に障がいのある方や、子ども、外国人観光客等が
　　　円滑に避難できる配慮がなされている

【⑯-１】市民や企業などが、積極的にごみの減量や
　　　リサイクル・資源の再利用を行っている

【⑬-１】災害発生時に市民が主体的に行動する・地域等で
　　　助け合う意識が醸成されている

【㉔-１】老朽化が進む道路・公園・上下水道などの都市基盤、
　　　区役所・学校・体育館などの公共施設の維持・保全が進んでいる

【⑫-４】支援を要する高齢者や障がいのある方が
　　　安心して生活できるサービス・住まいが提供されている

【⑭-４】人が集まる施設や住宅のバリアフリー化・ユニバーサルデザイン化(年齢や国籍、
　　　障がいの有無にかかわらず、多くの人が利用できる)が進んでいる

【⑮-１】森林、農地、公園などのみどりの保全や、
　　　うるおいを与える河川などの水環境の保全がなされている

【⑯-２】CO₂削減のため、太陽光などの再生可能エネルギーやエコカーの普及、
　　　住宅やビルの省エネルギー化の促進などが積極的に行われている

【㉑-２】地下鉄や路面電車沿線では、買い物・通院などの
　　　生活利便性の高い暮らしの場が形成されている

【⑮-２】自然環境を守り育むことなどにより、生物多様性(生きもののつながりのこと。
　　　生きもの全て直接、間接的に支え合って生きていること。)が保全されている

【㉑-４】公共交通の利便性が高まっており、積極的に公共交通を利用している

【④-２】国内外から多くの観光客が訪れて、経済が活性化している

【⑳-２】魅力ある札幌の文化やライフスタイルが国内外に発信されている

【⑫-３】市民の健康づくりのための活動が活発に行われている

【⑳-１】雪やウインタースポーツを楽しむ環境が整っている

【⑱-２】スポーツや運動を気軽に楽しめる環境が整っている

【㉑-５】道内市町村や国内・海外との交流を支える交通ネットワークが整備されている

【⑱-１】文化芸術を気軽に楽しめる環境が整っている

【⑧-1】商店・商店街が活性化し、地域に賑わいを生み出している

【⑤-２】起業・創業しやすい環境が整っている

【⑦-１】アジアを始めとした海外を対象にしたビジネスが活性化している

【⑲-１】魅力的な文化芸術イベントが活発に開催されている

【⑲-３】文化芸術やスポーツが観光資源として活かされている

【⑦-２】人や企業間での国際交流が活発に行われている

【⑲-２】魅力的なスポーツ関連イベントが活発に開催されている

【①-１】住民同士の助け合い・支え合いが活発である

【①-２】地域において、子どもから高齢者までの多世代間の交流が活発である

【②-２】地域住民が町内会・自治会に参加し、まちづくり活動が活発に行われている

【㉔-２】公共施設については、白石区役所のように、区民センターやえほん図書館等
　　　その他の施設を複合化するなど、効果的かつ効率的な再配置が進められている

【㉓-１】うるおいや安らぎを与えるみどりと、憩いや交流の場として
　　　活用される公園などがあり、良好な都市景観が形成されている
【④-７】札幌の企業の大半を構成している中小企業の経営が安定し、
　　　活発な経済活動が行われている

【⑰-１】市民や企業などが環境問題に関心を持ち、
　　　主体的に環境保全活動に取り組んでいる

【㉑-１】地下鉄の始発駅などのエリアでは、にぎわいと
　　　生活利便性を高める施設が多くあり、その地域の中心となっている

【㉒-１】都心には経済・文化・交流など多様な活動を支える場があり、
　　　人を中心とした魅力ある空間が形成されている

【⑤-１】産学官連携などにより産業に多くのイノベーション
　　　(新しい方法や仕組みを導入し新しい価値を生み出すこと)が起きている

【㉑-３】郊外部の住宅地では、ゆとりのある良好な環境を生かした
　　　暮らしの場が形成されている

【㉒-２】都心には公園や街路樹のみならず、
　　　建物内においてもみどり豊かな空間が形成されている

【⑱-３】生涯学習(興味関心や課題に応じて自発的に行う、
　　　生涯を通じた学習活動)の環境が整っている

【①-３】男性も女性も社会の対等な構成員として、自らの意思によって
　　　あらゆる分野の活動に参画する機会が確保されている

【①-４】様々な国籍や民族の人々が、国や文化の違いにかかわらず
　　　お互いに認め合う「多文化共生」の意識が醸成されている
【④-６】コンテンツ産業(アニメ、漫画、映画、ゲーム、音楽などの
　　　創作物を作る産業)が発展している

【②-１】ボランティア・市民活動に参加しやすい環境が整っており、
　　　活動が活発に行われている
【③-1】町内会や市民活動団体、行政や企業等、様々な団体により
　　　地域の課題解決に向けた活動が行われている

①～③：分野１「地域」　／　④～⑧：分野２「経済」　／　⑨～⑪：分野３「子ども・若者」　／　⑫～⑭：分野４「安全・安心　／　⑮～⑰：分野５「環境」　／　⑱～⑳：分野６「文化」　／　㉑～㉔：分野７「都市空間」
高い低い 高い低い


